
令和５年度（2023年度）第３回北海道教育支援委員会

【テーマ】

早期からの適切な就学先決定に向けて支援の充実

北海道教育庁学校教育局特別支援教育課
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第１回北海道教育支援委員会での意見

１ 子どもが成長したときに、どういう就学、進学をしていくのか、あるいは
どのような就労をしていくのかといったことを理解するための情報が極めて
少ない。就学から就労までの見通しをもちながら、目の前の子どもの指導に
当たることは極めて大事であり、このことは保護者にとっても同様。

２ 就学に際しては様々な選択肢があること、一度決めた学びの場でも柔軟に
変更できることを保護者が理解していることが大切。保護者の方への情報共
有は、冊子などがあると良い。

３ どこの教育委員会も就学事務の担当者は３、４年で代わる。引き続き、担
当者研修を継続的に実施していくことが必要。

協議テーマ

○ 保護者に対して就学・進学に関わる理解啓発を図る上で必要な情報
○ 教育支援の充実に向けた市町村教育支援員会の在り方
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令和５年５月31日付け教特第283号「教員等の特別支援教育に関する専門性の向上について」（通知）
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令和５年７月18日付け教特第514号「障がいのある子どもの教育支援について」（通知）
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第１回 管理職のための特別支援教育に関する研修会

講演 特別支援教育の充実について
講師 生 方 裕 氏（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課企画官）

日 時 令和５年（2023年）７月19日（水）９：50～11：30
方 法 集合及びWeb会議システム（Zoom） ※オンデマンド視聴数
参加者 922名（小：467名、中：263名、高：100名、その他：92名） 1,186件（12月３日現在）

【参加者の感想等】
○ 教頭やコーディネーターと連携し、校内体制等について再確認、再検討の資料としたい。本校に
も特別支援学級があるので、通常級の教職員による授業参観や、学習指導の経験などに取り組んで
いきたい。（小学校長）

○ 特性がある子などを通級→特別支援学級とつなげて考えやすいですが、「通常の学級でできる支
援をまず考えること」という言葉が印象的でした。職場でも投げかけ、わかる授業や手立てを具体
的に考えていきたいです。（小学校長）

○ 校内体制の見直し、生徒本人の困り感や保護者からの相談を受けた適切な支援のあり方と学びの
場の設定について、アセスメントを充実したいと考えています。（中学校長）

○ 通常の学級で学んでいる生徒の発達障害などの状況を把握し、必要な支援を指導者間で共有でき
るよう校内体制を機能させたい。（中学校長）

○ 本日の御講演内容を校内管理職や主任等と共有し、特別な教育的支援を必要とする生徒への具体
的な支援の在り方について検討していきたいと思っております。特に、医療的ケア児への支援につ
いては、今後増えていくことが予想されることから、事前の体制づくりに生かしていきたいです。
（高校校長）

○ 校内支援体制の充実に向け内規を見直し、校内委員会の機能強化を図る。（高校校長）
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第２回管理職のための特別支援教育に関する研修会

講演 特別支援教育コーディネーターの育成と活用について
講師 田 中 雅 子 氏（北海道教育大学釧路校准教授）

日 時 令和５年（2023年）８月８日（火）９：50～11：30 ※オンデマンド視聴数
方 法 Web会議システム（Zoom） 707件（12月３日現在）
参加者 618名（小：321名、中：174名、義：18名、高：69名、特：23名、その他：13名）

【参加者の感想等】
○ 今年から導入した「特別支援教育ロードマップ」を通して、全職員ともっと本校の課題について
話し合い、全職員に自分事として考える体制を作りたい。（小学校長）

○ 日常的なコミュニケーションや期首・期末面談等を生かした教職員との対話から、それぞれの役
割や責任を「やりがい」に感じる人材育成に取り組む。（小学校長）

○ 本校の特別支援教育の充実にとどまらず、自らの学校経営に「対話」「つなぐ・むすぶ・わた
す」を具現化させる。（中学校長）

○ コーディネーターを特別支援の枠だけでなく校務のひとつとして全体に周知していく。
（中学校長）

○ コーディネータを軸に、各学年の役割分担を確立させることで、特別支援体制を再構築する。
（高校校長）

○ 特別支援教育コーディネーターと、短時間でも良いので、定期的に対話をしようと考えます。
コーディネーターの考えを経営に活かせたらと思います。（高校校長）
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